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幅 1m 程度、大規模なものになると幅 5m を超えるが、


























































































者の 1 人である。ここにはやぐら 1 基毎の情報がまと
められているだけでなく、写真が掲載されていること




































































3 － 3.　77 号窟について（図 13）

































































3 － 4.　78 号窟について（図 14）






に向かって左側から 76 号・77 号窟があり、78 号窟以
降右側に続くやぐらは 76・77 号より奥にある。その


































































は、五輪塔が線刻されている 19 号（赤 15）、薄肉彫
りの 41 号（赤 38）を除いてかなり立体的な表現がさ



















3 － 5.　79 号窟について（図 15）













は、現在空風輪が 2 個、火輪が 1 個奥にある。また、
2 体の弘法大師像が奥壁側に安置されている。両者と


















3－ 6.　83 号窟について（図 16）
83 号窟（赤 77）は、N-40°-E、幅 1.85m、奥行きは





















3 － 7.　84 号窟について（図 17）



































3－ 8.　99 号窟（図 18）
99 号窟（赤 93）は N-20°-W を主軸とし、三方の壁
面に 2 段のコの字形の棚が設けられている。やぐらの









3 － 9.　101 号窟について（図 19）
101 号窟（赤 95）は、N-10°-W を主軸とし、幅 3.39m、











3 － 10.　やぐら外の五輪塔について（図 20）
113 号窟と 114 号窟の間のやぐら外には、凝灰岩製
























































①測定面（5 ㎝ ×5 ㎝）に対し、水を含ませてよく絞っ
たガーゼ（30 ㎝ ×30 ㎝）を用いて縦横 50 回拭き取
り、水（150ml）でガーゼを濯ぐ














2019 年 2 月に計 3 日にわたって実施したものである。
天候は曇りと晴れであった。
測定箇所とその結果は図 11 ～ 20 の通りである。拡













63 ケ所を測定したところ、最低値は 0ppm(mg/ ㎡ )、
最高値は 25740ppm であった。今回 1000ppm 以下は
13 ヶ所で、このうち 3 箇所が０ppm、即ち C1- は検出
されなかった。一方、5000ppm 以上は 25 ヶ所、この




















































表 2．Cl- 値が 1000ppm 以下の場所
（ppm ＝ mg/ ㎡）











113・114 間 五輪塔水輪 0
66F 地蔵菩薩坐像胴部　良好 0
66A やぐら外（前室）左壁 0
101 号窟と 103・104 号窟間の凝灰岩製五輪塔につ
いては、2014 年にも調査をした。当時は今回と同様
の手順で行ったが、換算式にて NaCl 値を算出してい






















































99 左壁壇上（上から 2 段目） 0.3
最高値は 1.6％、最低値は 0.3％であった。10 箇所






























れるため、78 号窟の石材表面の Cl- 量測定（78E）に
用いた水溶液にアサダ株式会社製 pH 試験紙を入れ、




























































































































に 76 ～ 78 号窟前は一部崩落しているようでほぼ平場
がなく、やぐら内を通るしかない。さらに天井も低く、
大人が立って歩ける高さはない。やぐら 1 基の寸法は
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然科学編、星野玲子（2014）「覚園寺裏山やぐらに関する比
較調査―40～ 45 号窟について―」文化財学雑誌第 10 号　
鶴見大学文化財学会、星野玲子（2016）「覚園寺裏山やぐら
に関する比較調査―46～ 50 号窟について―」鶴見大学紀



















と塩類析出に関する調査 : INAX ライブミュージアム「窯の





9）	117 窟は現在頭部が失われているが、1964 年の写真には 2 体
とも頭部を伴う姿が写っている。
10）	神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会
（2019）『「百八やぐら実態調査」調査報告書』に発見時の状
況が記載されている。なお、本文中の弘法大師像頭部の写真
は筆者撮影
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